
        主務  西川 颯真 （２年・北鳴中） 

             自分達はどんな練習でも「ONE TEAM」を合言

葉に          葉に笑顔で取り組んでいます。小学生との野球教

室           室などで地域との交流も深めています。そして桜高 

       生として一番大切な部活と勉強の両立を歴代の 

            先輩はしており、様々な大学で活躍しています。 

自分達と一緒に甲子園を目指しましょう！ 

 

 

 

 

            前主将  大澤 慎司 （３年・小将町中） 

            本校野球部は公立校トップクラスの環境で井村監

督          督はじめスタッフの方々の指導の下、本気で仲間と 

            野球に打ち込むことができる部活です。もちろん、辛

い           い事、苦しい事はたくさん経験します。しかし、苦し

んだ分だけ幸せが返ってきます。私が桜丘野球部で過ごした３年は一生

の財産です。私達が得られなかった甲子園の切符を後輩にたくします！ 

  

 

 

 

 

 

部員数    ３年生１７名 ２年生１９名 １年生１６名  放送員４名  計 ５６名 

主将：中村 圭伸  副主将：堀川 燿、道下 柚希  主務：西川 颯真 

顧 問    監督：井村 茂雄  部長：山﨑 湧稀  コーチ：岩﨑 佑太  

活 動    第２グランド（野球場）  休日：毎週月曜日、土曜（冬季） 

戦 績    春３回、夏４回 ７度の甲子園出場  

 

 

 

 

 

 

 

 

野球部員からのメッセージ 

 

野球部 主将 

中村圭伸（２年・兼六中） 

 

僕たち金沢桜丘高校野球部は 

『甲子園出場』を目標に「ONE 

TEAM」で日々練習に励んで 

います。金沢桜丘高校野球部 

は技術面だけでなく人間としても大きく成長できる場所です。 

監督と選手同士が「桜道」というアプリを通して個人やチームの 

課題を明確に示されており、とても分かりやすく便利です。 

   中学生のみなさん、僕たち金沢桜丘高校野球部の部員達と 

共に新しい歴史の１ページを刻みませんか？ 

共に高いレベルを目指して頑張りましょう。 

   是非、お待ちしています！ 

 

石川県立金沢桜丘高等学校野球部 

🌸 最近の成績 

平成１８年センバツ高校野球大会    ２１世紀枠での出場 

最優秀応援団賞を受賞 

平成２５年度春季北信越地区高校野球石川県大会  ベスト８ 

平成２９年度秋季北信越地区高校野球石川県大会  ベスト８ 

令和２年度  秋季北信越地区高校野球石川県大会  ベスト８ 



金沢桜丘高校野球部活動方針 
「大きな樹を育ててきれいな花を咲かす」を指導のテーマとして掲げ、野球を通して心の持ち方、考え方、取り組む姿勢を磨くため

に野球部の活動を通して人間力を磨くことに力を入れています。部員一人一人が輝くことができるよう他校では見られない取り組

みにも積極的に取り組み、石川県NO.1 の野球部、野球部員づくりを目指しています。 

「文武不岐」。野球部としての活動では「甲子園出場」という素晴らしい花を咲かせるために、学習面では充実した進路実現がで

きるようにするために、そして卒業してからも石川県、日本各地で活躍できる人材として成長できるようにするために、全力で日々

の学校生活に取り組んでいます。野球部の活動を通して、自ら考え、判断し、表現する力を養い、様々な問題に積極的に対応

し、解決する力「生きる力」を育成していきます。  

野球部練習 両翼約９５ｍ、中堅１２２ｍの専用球場で毎日充実した練習をすることができます。４人同時に投

げることができるブルペンのほか、ウェート場も整備されており、全力で高校野球に取り組むことができる環境が整っています。 

全国に通用する体作りのために３週間に 1 度体重測定を実施し、栄養指導も行っていま

す。1 か月に 1 度、選手間で「頑張っている選手投票」を行い、選手間で頑張りを評価しあ

うシステムも導入しています。３年間充実した高校野球に取り組めます！ 

また、ipad やスマートフォンのアプリを用いて「桜道」を開発し、指導マニュアルを参照して練

習に活かしたり、練習試合の振り返り、監督からの連絡、そして、スケジュール管理や体重管

理、チーム内でのコミュニケーションツールとしても活用しています。 

 

 

 

体験活動  心の持ち方、考え方、取り組む姿勢を磨くための体験活動を積極的に行っているのが野球部の特徴です。 

 

 

 

 

 

「学童野球対象の少年野球教室」    「トイレと心を磨く会」       「東日本大震災被災地支援事業」（宮城県） 

  

学習・進路  「文武不岐」の考え方のもと、野球に 3 年間全力で取り組んだあと、難関国公立大学、東京六大学を

中心に充実した進路実現を果たしています。社会人野球で頑張っている卒業生もいます。野球も勉強も頑張っています！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

https://youtu.be/t6n_BAco-8E 

野球部の様子はこちら↑で紹介されています。（北陸朝日放送・夏の大会開催を信じて独自の取り組み） 

 

  

 

卒業生の進路先 

R 元年度：金沢大、富山大、上越教育大、福井大、山梨大、兵庫県立大 

     明治大、法政大、富士大、金城大 

H30 年度：東北大、広島大、金沢大、富山大、福井大、信州大、新潟大、 

同志社大、中京大、関西外語大、立命館大、神戸学院大、金沢星稜大 

H29 年度：神戸大、金沢大、新潟大、埼玉大、横浜市立大、上越教育大、福井大、 

静岡大、早稲田大、明治大、富山大、関西学院大、工学院大、近畿大、金城大 

H28 年度：広島大、早稲田大、新潟大、富山大、金沢星稜大、金沢工大 

H27 年度：早稲田大、金沢大、山梨大、富山大、関西学院大 

 

https://youtu.be/t6n_BAco-8E

